
６
月
10
日
㈯
、
平
石
停
留
場
で
Ｌ
Ｒ
Ｔ

乗
り
方
教
室
が
開
催
さ
れ
、
宇
障
連
か
ら

は
73
名
の
方
が
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

参
加
を
し
ま
し
た
。

乗
り
方
教
室
で
は
、
接
近
表
示
器
の
見

方
や
軌
道
敷
の
渡
り
方
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を

利
用
し
た
乗
り
方
な
ど
を
学
び
、
開
業
に

向
け
て
更
に
期
待
が
高
ま
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
現
金
で
支
払
う
よ
り

ｔ
ｏ
ｔ
ｒ
ａ
カ
ー
ド
の
ほ
う
が
便
利
だ
と

い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
」
「
車
イ
ス
利
用

者
が
一
人
で
乗
る
の
は
難
し
そ
う
」
「
初

め
て
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
近
く
で
見
て
、
中
も
見
ら

れ
て
良
か
っ
た
」
「
説
明
が
わ
か
り
や
す

く
て
良
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。

５
月
30
日
㈫
、
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
て
ｔ
ｏ
ｔ
ｒ
ａ
カ

ー
ド
の
使
い
方
に
つ
い
て
の
学

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

学
習
会
は
関
東
自
動
車
株
式

会
社
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
、

視
覚
障
が
い
者
の
外
出
を
支
援

す
る
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
を
対
象

と
し
て
、
外
出
支
援
中
、
介
助

者
と
一
緒
に
バ
ス
を
利
用
し
た

際
の
ｔ
ｏ
ｔ
ｒ
ａ
カ
ー
ド
の
使

い
方
や
、
福
祉
ポ
イ
ン
ト
の
使

い
方
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

そ
の
後
、
活
発
な
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
、
有
意
義
な
学
習
会

と
な
り
ま
し
た
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
乗
り
方
教
室
に
参
加
し
ま
し
た

Ｌ
Ｒ
Ｔ
乗
り
方
教
室
に
参
加
し
ま
し
た

totraカード学習会totraカード学習会

▲ＬＲＴ車両の前で説明を受ける参加者

パネルで電子表示や
現金での支払い方法
の説明を受ける聴覚
部会の参加者▶▼

線路内のエスコートゾー
ンやカードリーダーの点
字表記を確認する視覚部
会の参加者▶▼

totraカードでタッチの高さ
や車イスでの乗降を確認す
る父母部会の参加者▶▲
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視
覚
障
害
者
向
け

「
福
祉
機
器
展
２
０
２
３
」
を
開
催

視
覚
障
害
者
向
け

「
福
祉
機
器
展
２
０
２
３
」
を
開
催

わ
く
・
わ
く
シ
ョ
ッ
プ
Ｕ

開
設
記
念
日
特
別
販
売
会
を
開
催

わ
く
・
わ
く
シ
ョ
ッ
プ
Ｕ

開
設
記
念
日
特
別
販
売
会
を
開
催

新
任
挨
拶

　
　
小
島
保
健
福
祉
部
長

新
任
挨
拶

　
　
小
島
保
健
福
祉
部
長

本
年
４
月
よ
り
、
宇
都
宮
市
保
健
福
祉

部
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
小
島
で
ご
ざ

い
ま
す
。

宇
都
宮
市
障
害
者
福
祉
会
連
合
会
の
皆

様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
本
市
福
祉
行
政
の

推
進
に
あ
た
り
、
多
大
な
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

特
に
、「
同
行
援
護
事
業
」「
移
動
支
援

事
業
」
や
「
手
話
通
訳
者
派
遣
事
業
」
な

ど
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
お
き
ま
し
て
は
、

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努
め
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

大
変
心
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
21
年
５
月
に
市
庁
舎
１
階

に
設
置
さ
れ
、
今
年
度
14
年
目
を
迎
え
た

障
が
い
者
支
援
施
設
等
製
品
販
売
所
「
わ

く
・
わ
く
シ
ョ
ッ
プ
Ｕ
」に
つ
き
ま
し
て
は
、

毎
回
、
事
業
所
の
皆
様
に
美
味
し
い
パ
ン

や
手
作
り
の
小
物
な
ど
を
販
売
し
て
い
た

だ
き
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
工
賃
向
上
に

つ
な
が
る
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
こ

と
は
、
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
て
い
る
皆
様
の
ご
尽
力
の
賜
物
で
あ

り
、
改
め
ま
し
て
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
「
障
が
い
者
福
祉
プ
ラ
ン
」
や
「
障

が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
」
に
基
づ
き
、

地
域
生
活
支
援
体
制
の
充
実
や
一
般
就

労
・
福
祉
的
就
労
支
援
の
充
実
、
障
が
い

福
祉
へ
の
理
解
促
進
な
ど
様
々
な
施
策
事

業
を
推
進
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
10
月
に
、
本
県

に
お
い
て
「
第
22
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
（
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
大
会
）」

が
開
催
さ
れ
、
本
市
に
お
い
て
も
、
市
内

の
小
中
学
生
な
ど
、
多
く
の
市
民
が
パ
ラ

ア
ス
リ
ー
ト
の
活
躍
を
間
近
で
観
戦
し
、

障
が
い
や
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
理
解
が

一
層
深
ま
っ
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
本
大
会
の

レ
ガ
シ
ー
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
障
が
い

の
あ
る
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
生

き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
障
が
い
の
あ
る
方
と
本
市

と
の
パ
イ
プ
役
で
あ
る
貴
会
の
皆
様
に
お

力
添
え
い
た
だ
き
な
が
ら
、
各
種
施
策
事

業
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
、
皆
様
方
の
ご
支
援
・
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

末
筆
な
が
ら
、
貴
会
の
ま
す
ま
す
の
ご

発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
・
ご
多

幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
任
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

３
月
５
日
㈰
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

福
祉
機
器
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
も

あ
り
５
年
ぶ
り
の
福
祉
機
器
展
は
、
市
内

外
よ
り
２
０
０
名
を
超
え
る
来
場
者
、
出

展
企
業
・
団
体
に
つ
い
て
も
16
社
と
、
前

回
を
上
回
る
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

出
展
機
器
は
拡
大
読
書
器
、
点
字
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
、
デ
イ
ジ
ー
プ
レ
イ
ヤ
ー
、
視

覚
障
が
い
者
用
Ｐ
Ｃ
ソ
フ
ト
、
白
杖
等
々

に
加
え
、
今
回
は
靴
に
装
着
で
き
る
「
単

独
歩
行
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
」
を
開
発
し
た

企
業
が
新
た
に
出
展
し
て
い
た
だ
き
、
来

場
者
の
関
心
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

５
月
19
日
㈮
、
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー

ル
に
て
、
開
設
記
念
日
特
別
販
売
会
〜
春

の
宇
都
宮
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
バ
ザ
ー
ル
〜
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

参
加
施
設
は
20
施
設
と
コ
ロ
ナ
前
と
変

わ
ら
な
い
出
店
に
、
販
売
会
を
心
待
ち
に

し
て
い
た
多
く
の
来
場
者
が
買
い
物
を
楽

し
み
ま
し
た
。

今
後
は
７
月
、
12
月
、
２
月
に
開
催
す

る
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
「
わ
く
・
わ
く

シ
ョ
ッ
プ
Ｕ
」
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
そ
の
他
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
情
報

も
順
次
更
新
し
て
い
ま
す
。
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収入内訳 支出内訳

令和４年度　決　算　報　告

令和５年度　宇都宮市障害者福祉会連合会役員

２
月
11
日
㈯
・
㈷
、
イ
ン
タ
ー
パ
ー
ク

＋
１
（
プ
ラ
ス
ワ
ン
）
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
で
、

第
27
回
宇
障
連
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

前
日
に
は
雪
が
降
り
、
開
催
で
き
る
か

心
配
も
あ
り
ま
し
た
が
、
無
事
に
３
年
ぶ

り
の
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

こ
の
大
会
で
し
か
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
し

な
い
と
い
う
方
や
、
こ
の
日
の
た
め
に
練

習
を
し
て
き
た
方
な
ど
総
勢
47
名
。
皆
、

和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
プ
レ
ー
し
て
い

ま
し
た
。
終
了
後
に
は
、
上
位
３
名
と
飛

び
賞
の
方
に
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

その他の支出
……0.0％
15,060円

事務費…27.6％
15,088,727円

事業費…9.8％
5,344,101円

人件費…62.6％
34,273,438円

その他の収入
……1.2％
696,120円

その他の事業収入
………64.0％
35,872,125円

経常経費寄付金
収入……0.3％
180,155円

障がい福祉サービス
等事業収入…34.4％
19,312,680円

収入合計
54,721,326円

収入合計
56,061,080円

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

役　職

会　長

理　事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

常務理事

監　事

〃

〃

評議員

部　会

肢　体

肢　体

父　母

聴　覚

河　内

視　覚

発　声

学　識

事務局

父　母

学　識

学　識

肢　体

氏　　名

麦倉　仁巳

駒﨑　　茂

山﨑　富子

半田　江美

竹内　　清

田中　雄二

高根沢　昭

小杉美津江

南木　孝昭

相原　節子

今泉　弘美

中山　悦夫

佐藤　紀夫

役　職

評議員

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

部　会

肢　体

河　内

河　内

視　覚

視　覚

視　覚

聴　覚

聴　覚

聴　覚

父　母

父　母

父　母

発　声

氏　　名

小口　　巌

田邊　静子

櫻井　和子

小野　和良

岩井　　恵

関矢　　誠

稲川　和彦

齋藤　幹治

石井　正子

小林　啓子

市瀬　俊子

小森　和江

高橋　勝巳

役　職

評議員

〃

〃

〃

現　　役　　職　　等　

宇都宮市自治会連合会会長

宇都宮市民生委員児童委員協議会会長

宇都宮市ボランティア協会会長

宇都宮市社会福祉協議会事務局長

氏　　名

藤原　由房

釼持　幸子

松本カネ子

平手　義章

役　職

相談役

相談役

顧　問

現　　役　　職　　等　

宇都宮市保健福祉部長

宇都宮市肢体障害者福祉会顧問

宇都宮市社会福祉事務所長

氏　　名

小島　泰久

中村　富頼

秋山　昌紀

特別職

苦情解決第三者委員
久　保　哲　夫 元宇障連事務局長
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◆
令
和
４
年
度
の
寄
付
者

・
宇
障
連
を
支
援
す
る
会 

横
尾
光
夫
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
河
内
地
区
身
体
障
害
者
福
祉
会

当
福
祉
会
は
平
成
19
年
に
宇
都
宮
市
へ

の
編
入
合
併
後
に
「
旧
河
内
町
」「
旧
上

河
内
町
」
の
会
員
が
合
同
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
河
内
地
区
は
自
然
環
境
に
恵
ま

れ
、
鬼
怒
川
添
い
に
は
自
然
を
大
切
に
し

た
桜
堤
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
な
ど
が
あ
り

宇
都
宮
市
民
の
憩
い
の
場
に
な
っ
て
い
ま

す
。活

動
は
、
宇
障
連
事
業
へ
の
参
加
の
他

に
河
内
部
会
の
行
事
と
し
て
「
地
域
の
み

な
さ
ん
と
の
交
流
」
を
目
的
と
し
て
、
一

泊
旅
行
や
日
帰
り
温
泉
旅
行
を
行
っ
て
い

ま
す
。

当
福
祉
会
は
視
覚
障
害
者
、
聴
覚
障
害

者
、
肢
体
不
自
由
者
、
心
臓
機
能
障
害
者

等
の
方
々
が
会
員
と
な
っ
て
お
り
、
お
互

い
の
違
う
障
害
を
認
め
合
い
な
が
ら
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

数
年
前
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
や
会
員
の
高
齢
化
等
の
た
め
会

員
数
が
激
減
し
て
い
ま
す
が
、
機
会
あ
る

ご
と
に
、
福
祉
会
の
役
員
会
を
開
催
し
、

情
報
交
換
を
し
な
が
ら
会
員
減
の
防
止
に

努
め
て
い
ま
す
。

河
内
地
区
で
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持

ち
の
方
、
私
た
ち
と
一
緒
に
活
動
し
ま
せ

ん
か
？
手
帳
を
お
持
ち
で
な
い
方
の
賛
助

会
員
も
大
歓
迎
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
宇
都
宮
喉
友
会

宇
都
宮
喉
友
会
は
設
立
し
て
22
年
、
喉

頭
が
ん
や
下
咽
頭
が
ん
な
ど
に
よ
り
声
帯

を
失
い
、
声
を
失
っ
た
人
た
ち
の
た
め
、

食
道
発
声
、Ｅ
Ｌ
発
声
に
よ
る
発
声
練
習

を
し
て
い
ま
す
。

◇
食
道
発
声…

口
や
鼻
か
ら
食
道
内
に
空

気
を
取
り
込
み
、
そ
の
空
気
を
う
ま
く

逆
流
さ
せ
な
が
ら
食
道
入
口
部
の
粘
膜

の
ヒ
ダ
を
新
声
門
と
し
て
声
帯
の
代
わ

り
に
振
動
さ
せ
音
声
を
発
す
る
方
法

◇
Ｅ
Ｌ
発
声…

Ｅ
Ｌ
と
い
う
人
工
発
声
器

を
頚
部
に
押
し
当
て
る
と
Ｅ
Ｌ
の
音
は

頚
部
の
皮
膚
か
ら
身
体
の
内
部
に
伝
わ

り
口
の
中
に
響
き
、
舌
や
唇
を
動
か
す

こ
と
で
話
す
方
法

宇
都
宮
喉
友
会
と
喉
摘
会
小
山
教
室
の

２
つ
の
発
声
教
室
で
栃
木
県
喉
摘
会
を
構

成
し
て
お
り
、
そ
の
上
に
は
創
立
50
年
以

上
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
喉
摘
者
団
体
連
合

会
が
あ
り
ま
す
。

日
喉
連
で
は
厳
し
く
も
励
み
に
な
る

「
喉
頭
摘
出
者
発
声
訓
練
士
資
格
認
定
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

見
学
を
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

赤
羽
法
夫
さ
ん
の

後
任
と
し
て
工
賃
向

上
等
支
援
事
業
を
担

当
す
る
坂
本
悦
子
で

す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

《
８
月
》

29
日
㈫ 

栃
木
県
民
福
祉
の
つ
ど
い

《
９
月
》

16
日
㈯ 

地
域
交
流
事
業

24
日
㈰ 

栃
木
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

《
10
月
》

７
日
㈯ 

う
つ
の
み
や
ふ
れ
あ
い
文
化
祭

28
日
㈯ 

う
つ
の
み
や

 

　
　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会

《
11
月
》

４
日
㈯ 

栃
木
県
障
害
者
文
化
祭

23
日
㈭ 

宇
都
宮
市
民
福
祉
の
祭
典

《
12
月
》

１
日
㈮ 

栃
木
県

 

　
　
　
　
身
体
障
害
者
福
祉
の
つ
ど
い

２
日
㈯ 

ハ
ッ
ピ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

８
日
㈮ 

わ
く
・
わ
く
シ
ョ
ッ
プ
Ｕ
販
売
会

　※

予
定
が
変
更
に
な
る
場
合
は
会
員

　
　
の
皆
さ
ん
に
ご
連
絡
い
た
し
ま
す

宇
障
連
か
ら
の
お
知
ら
せ

宇
障
連
か
ら
の
お
知
ら
せ

今
後
の
行
事
予
定

今
後
の
行
事
予
定

新
職
員
紹
介

新
職
員
紹
介

宇
障
連
構
成
団
体
紹
介

宇
障
連
構
成
団
体
紹
介

本
会
報
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の

協
力
で
点
字
版
、
音
声
版
も
発
行
し
て
い

ま
す
。

点
訳
　
点
訳
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　｢

か
た
つ
む
り｣

の
皆
さ
ん

音
訳
　
デ
イ
ジ
ー
全
文
訳
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　｢

ア
ク
セ
ス｣

の
皆
さ
ん

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲平成30年度の
　活動での一枚

◀河内の桜堤

発声練習の様子
▼▶

宇 障 連 だ よ り 第41号  ⑷令和５年７月１日


